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［概要］
　1957 年 1月、氷雪と烈風の南極大陸に日本人として最初の
越冬事業をなしとげた西堀栄三郎越冬隊長の日記。越冬中の
メモのような日記から再構成したという本書は、生命をおび
やかす厳しい自然のうちに生活した人間の三六五の日々が、
ありのままに切実に再現されている。
　読者は、生々しい形で南極観測の意義と方法を知るととも
に、一人の実践的な科学者の知性と勇気にふれて心に励まし
を受けとることができる一冊となっている。

『南極越冬記』
著 / 西堀　栄三郎　出版社 / 岩波新書

　大学時代、探検部に所属しておりました。洞窟
探険、登山、沢登り、カヌーなど、部の活動は人
によってさまざまですが、私は登山が好きでし
た。この本は同じく登山好きの先輩から、紹介し
ていただきました。

：この本を手に取られたきっかけについてQ 1

　西堀氏は、南極地域観測隊・第一次越冬隊の
隊長として、資材や情報が不十分な条件下で
も、創意工夫で、さまざまなトラブルを乗り越
えていきます。
　「条件は未知なのである。新しい状況を、一
つ一つさぐりながら、それに対処していかねば
ならぬ。そのためには、そういう準備がなけれ
ばならぬ。最上の条件ばかりとはかぎらない。
探検的なやり方というものはまず最悪の場合を
考えて、その準備をし、その上にうまくいった
ときの準備を次第につみ重ねていくという、漸進

：この本をお薦めしたい理由についてQ 2
　未知の困難に立ち向かうリーダーにお薦めで
す。過酷な状況において奮闘する隊長・西堀氏
の思い、葛藤、その時々の判断などが記されて
おり、当時の緊迫感をそのまま感じる、貴重な
一冊だと思います。

：どういった方にお薦めしたいですかQ 3
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寝屋川市葛原 2丁目 9番 1号
5,700万円
1978 年 8 月 8 日
36 人
金属部品の熱処理、表面処理受託加工
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主義を必ずとらなければならないものである。」
この箇所は、未知への対処法として、現在の状
況にも通じるヒントとなる部分があるのではな
いかと思います。

河内長野工場

シヤーレンチ GH241AT

次世代工具シリーズ

2012年2月、待望の河内長野工場が完成
しました。開発・生産から販路の開拓までスピード感と一
体感のある組織を構築するため、河内長野工場には製造・
開発・品質保証のような工場に直結する部門以外にも、営
業企画といった販売面を戦略的に計画する部門も集約され
ました。工場としての設備は、機器製品の膨大な部品を自動
倉庫によって管理するなど、効率を徹底的に追及しました。 

２０１２年▶

「TONE」に社名変更

社会から広く認知される企業へ

グローバル化を推進する中、念願の海外
拠点である TONE ベトナムの事務所と工場が 2015年 1 月
に完成。6 月より本格稼働を開始し、グローバル化に向けて
の製造・販売・貿易の拠点が追加されました。
　モータースポーツへのスポンサー活動は、好評を受けて
盛り上がりを見せました。2017年には国内最高峰のGTレー
ス「スーパー GT」でスポンサーおよびサポートを開始。ド
リフト競技「D1GP」で継続するシリーズ協賛や、二輪の世
界選手権の 1つである「鈴鹿 8耐」では 2019年にスポンサー
チームがクラス優勝を達成するなど、確実なイメージアッ
プを果たすことができました。
　魅力ある製品と高まるブランド力で、TONE はさらなる
躍進へと突き進んでいきます。

会社設立60周年を迎えた1998年、グロー
バル化を進めるにあたり、この年に品質マネジメントシス
テムの ISO9001を取得。これによって世界的な信用を担保
することができました。2001年には環境マネジメントシス
テム ISO14001の認証も取得。環境保全に貢献する企業と
しても認知されるに至りました。また、主力品目である機
器製品をグローバル展開するため、2002年に EU加盟国の
基準となる国際規格「CE認証」をシヤーレンチで取得し
ました。2004年に発売された独自のトルク制御による電動
タイヤレンチ「8-90TW」は、当時の社会問題であった大
型車のタイヤ脱落事故の影響もあり、優れた整備性に注目
が集まりました。その評判は国土交通省の視察を受けたほ
どでした。2005 年には電動工具 IEC（国際電気標準会議）
規格による「CB認証」を取得しました。
　グローバル化が進む中で検討されたのが、コーポレートカ
ラーの浸透でした。これまで使ってきた “赤／黒／シルバー”
の配色をTONEカラーと決
め、デザイン性にも注力し
ました。2006年にはシヤー
レンチ「GH」でグッドデ
ザイン賞を受賞。これを皮
切りに、デザイン面にも
“TONEらしさ” が盛り込ま
れるようになりました。

本社所在地：大阪市浪速区湊町 2丁目 1番 57号

従 業 員 数：132名　 資 本 金：6億 500万円

事 業 内 容：機械・自動車向けプロ用作業工具、建築・土木・産業用動力工具及び

　　　　　　トルク管理機器の開発・製造・販売

　TONE 株式会社

　河内長野工場には体験型ショールームも整備し、約4,000
点にも及ぶ全製品を網羅した展示は、ハンドツールと機器製
品を製造する総合工具メーカーとして、世間からの認識を高
めることに大きく寄与しました。また、2012年11月には本
社機能を利便性の高い大阪市浪速区に移転しました。
　会社設立75周年、株式上場50周年となった2013年、か
ねてより進めてきたコーポレートアイデンティティ（CI）
の一環として、社名をブランド名である「TONE」に変更
しました。海外では“Maeda Metal Industry”という名称で
呼ばれていましたが、国内外を問わず、すべて「TONE」
に統一しました。
　2014年、モデルチェンジを進めてきたハンドツール「次世
代工具シリーズ」がグッドデザイン賞を受賞。外部デザイ
ナーを介さず、社内デザインで受賞できたことはコーポレー
トアイデンティティを進める上で誇るべき成果となりまし
た。また、フィードバック
レンチがボーイング787の
組立に採用されるなど、機
器製品も素晴らしい躍進を
見せました。
　この年からモータース
ポーツへのスポンサー活
動が本格化し、社会への
認知度が加速していきま
した。

これからの未来に向かって

201５年 ▶

洗練された製品を揃え

グローバル化の道を進む

1998年▶
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